
























要約:虐待予防の指導効果を知るため保育園予備調査を行い 47 乳幼児につき回答を得た。

育児や親子関係から 5 例は児童虐待の可能性があり、残りは、前虐待あるいは予備群(ハ

イリスク)と考えられた。多問題家庭・親の性格障害を思わせる 25 例では指導効果は少な

いが、問題が比較的少数(単純)の 14 例では改善がみられた。虐待前の段階では育児や保

健指導の効果が期待できる事が示唆された。地域の母子保健活動で、早期のハイリスク発

見、育児支援、訪問指導、保育所との連携が重要である。


